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研究成果の概要（和文）：　既存の大型教育遊具を安全に転がして遊ぶことができる「小型の遊具」として体系
的 網羅的にアーカイブ化する。そののち、主として山梨大学教育学部附属小学校の協力を得て、 図画工作、算
数 、理科、体育等の各単元において、関連のある教育遊具として使用してもらい、 児童の興味を引き出し、そ
の単元が狙う教育目的の内容をより強固に定着させることを目的とした。

研究成果の概要（英文）： Existing large educational play equipment will be systematically and 
comprehensively archived as “small play equipment” that can be safely rolled and played. After 
that, with the cooperation of the Elementary School attached to the Faculty of Education, University
 of Yamanashi, the materials were used as related educational play equipment in various units such 
as arts and crafts, arithmetic, science, and physical education. The purpose is to firmly establish 
the contents of the targeted educational objectives. This is an attempt to make the large 
educational play equipment.

研究分野：デザイン教育

キーワード： 教材開発　教育遊具　触知による教育　美術科教育　基礎デザイン教育　図形科学教育　形態構成　数
理造形
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　鑑賞者が作品に手で直接触りながら、あるいは搭乗しながら「時間」・「空間」・「重力」などを感じとるこ
とができる触知・体験型作品群を継続的に制作し、各種展示会や国際学会（International Society for 
Geometry and Graphics，ASBDA International Conference等）において発表してきた。
　本研究では、これまでで得られた研究成果をもとに、体験型触知教育遊具として初等教育へ導入することを目
的に小型化を図り、小学校において授業実践を試行した。これにより近年、日本においても注目され始めている
「STEAMS教育」への展開の可能性を確認できた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

従来の教育においては、＜理科＞や＜数学＞、＜技術＞や＜美術＞は、内容領域が遠くかけ

離れたものという認識が一般的であった。しかし近年、総合的学習が学校教育に行きわたり、生

活科などにおいては教科の枠組みを外した横断的な内容が教授されるようになっている。 

そこで、教材自体に４教科の内容を教授できる教材を開発し、主として普通教育の領域を念

頭に＜体育＞の内容も体験的に理解できる遊具として提案を続けている。 

 

２．研究の目的 

これまで、普通教育における中学生に対

しては、美術教育（デザイン学）のみならず 

理科教育（物理学）や数学教育（幾何学）、技

術教育（工学）、さらには保健体育科教育（体

育学）の内容を実践的に学ぶことができる身

体性を伴った新規の「教科横断触知型教育遊

具」として提案してきた。 

今回は、既存の大型教育遊具を安全に転

がして遊ぶことができる「小型の教育遊具」

として体系的・網羅的にアーカイブ化し、こ

れまで得られた成果・知見を、とくに初等教

育（小学生に向けて）へ展開することを目的に、保護者なしでも安全に体験することのできる触

知型教育遊具の学校教育現場への浸透を図るものである（図１）。 

 

３．研究の方法 

（１） 既存の大型教育遊具を、安全に手で転がして遊ぶことができる「小型の遊具」とし

て体系的・網羅的にアーカイブ化（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 山梨大学教育学部附属小学校の協力を得て図画工作の特別授業を計画し、当該教育遊

具がその単元が狙う教育目的の内容をより強固に定着させるかどうかを検証。 

図１ 研究の概要 

図２ 小型化した触知体験型教育遊具



（３） 令和２年度以降、新型コロナウイルス感染症（COVID19）拡大による影響により、附属

学校園における対面授業の縮減など様々な研究継続に支障が生じる事態が起こり、2

回の研究期間延長を余儀なくされる。 

（４） 新型コロナウイルス感染症蔓延による 2度の研究期間延長を経て、2023 年度２月に、

山梨大学教育学部附属小学校において、図画工作科の「鑑賞」と「制作」の 2つの特

別研究授業を実施。 

（５） 「鑑賞」の授業では、オブジェのユニークなの動き方などに着目させるため、「ワーク

シート」の作業を取り入れた。 

 

４．研究成果 

（１）令和元年度（2019 年度） 

① 「Geometric Dharma Doll - p」（図３），口頭発表，アジア基礎造形連合学会台中（台湾）大会，

2019 年 7 月 15 日～19 日，台中科技術大学，概要集 P.490 

② 「Geometric Dharma Doll - s」（図４），口頭発表，日本基礎造形学会神戸大会， 

2019 年 9 月 7 日～8 日，神戸芸術工科大学，概要集 P.33 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）令和２年度（2020 年度） 

① 「A study of tangible - TH」（図５），口頭発表， 

日本基礎造形学会岐阜大会 

（コロナ対策のためWeb開催），  

2020 年 9 月 5 日～6日， 

岐阜市立女子短期大学（ホスト校）， 

概要集 P.16 

 

（３）令和３年度（2021 年度） 

① 「A study of tangible - q」（図６），口頭発表， 

日本基礎造形学会東北大会 

（コロナ対策のためWeb開催），  

2021 年 8 月 21 日～22 日， 

会津大学短期大学部（ホスト校）， 

概要集 P.23 

 

 

図３ 「Geometric Dharma Doll – p」 図４ 「Geometric Dharma Doll – ｓ」 

図６ 「A study of tangible - ｑ」 

図５ 「A study of tangible – TH」 



② 「見えないものを視る装置」（図７、８），展示会ならびにワークショップ， 

大村智記念学術館大村記念ホール，2022 年 2 月 27 日～3 月 7 日， 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）令和 4 年度（2022 年度） 

① 「A study of tangible - g」（図９）， 

口頭発表， 

日本基礎造形学会福岡大会， 

2022 年 8 月 27 日～28 日， 

九州産業大学， 

概要集 P.27 

 

② 山梨大学教育学部附属小学校における特別研究授業 

2023 年 1月 17日～18日に、山梨大学附属小学校との連携により、6年生のクラスで

「動くオブジェの不思議を見つけよう」と題する特別研究授業を実施した（図 10～15）。 

昨年までの研究期間おいて小型化した平面をよどみなく転がる触知型教育遊具８点

（基本５種と奇数往復運動スフェリコン３種）を用い、初日に多目的ホールにおいて鑑

賞の授業を実施し（図 10）「動きの様子」・「動きの種類」・「個人の嗜好」・「感想」につい

て児童からのワークシート（図 15）による聞き取り調査をおこなった。  

2 日目には、図画工作室おいて、学習指導案（図 14）にもとづき、研究協力者ととも

にスチレンボードの「オロイド」と「ヘキサスフェリコン」を制作した（図 11、12）。完

成後、全員で斜面を転がして遊び、そのかたちの変化や動きの面白さを体験した（図 13）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 「A study of tangible - G」に乗る児 図８ 「A study of tangible - N」を回す児童 

図９ 「A study of tangible - ｇ」 

図 10 手で触って動きを確認する 図 11 かたちの構造を学ぶ 

図 12 スチレンボードによる制作 図 13 完成したオブジェで遊ぶ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）令和 5 年度（2023 年度） 

① 「A study of tangible - ｎ」（図 16），口頭発表， 

アジア基礎造形連合学会札幌大会， 

2023 年 8 月 29 日～9 月 3日， 

札幌市道民交流センターかでる２.７， 

概要集 P.348   最優秀作品賞受賞（図 17） 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ホームページの新規作成 

これまでの研究成果をまとめた HP をあら

たに開設した。このページには作品の動きや

ワークショップの様子を You Tube にアップ

ロードできる機能を組み込み、広く社会に研

究成果を発信できるようにした（図 18）。 

URL＝https://toshio-muramatsu.jp/ 

 

（６）成果のまとめ 

近年、教育方法の大きな理念として、これまで

の Science（科学）、Technology（技術）、Engineering

（工学）、Art（ファインアート、感性）/Arts (リベラルアーツ、教養)、Mathematics（数学）

の「STEAM（スティーム）教育」に、さらに「スポーツ“S”」を加えた「STEAMS（スティ

ームス）教育」と呼ばれる身体性をも重視した教育が提唱されつつある。これは 6つの領域

を対象とする、理数教育・創造性教育・運動教育を掛け合わせた教育理念である。 

その趣旨からいえば、この「教科横断型触知教育遊具」は、知る（探究）・作る（創造）・

動かす (実現)サイクルを生み出す分野横断的な新しい学びの「STEAMS教育」支援の教材

として極めて相応しいものであると確認することができた。 

図14 学習指導案指導案（一部） 図 15 オブジェ観察ワークシート（一例） 

図 16 A study of tangible ｎ 図 17 最優秀作品賞賞状 

図 18 小型化した作品の HP部分 
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【授業実践】 
　国立大学法人山梨大学附属小学校の協力を得て、2023年1月17日/18日に、6年生児童１クラス35人（男子15名，女子20名）に対し「動くオブジェのしくみを見つ
けよう」という題材で特別研究授業をおこなった。 
　初日は、小型化した触知教育遊具を児童各自が手で転がして鑑賞し、動きの様子や自身のかたちの好みなどをワークシートに記入した。 
　2日目はその体験をもとに、正円2枚の組み合わせでできる「オロイド」と、半円4枚+正6角形で構成される「ヘキサスフェリコン」をスチレンボードで制作し、
それぞれの構造や転がる原理を体験的に学習した。 
【HP】 
村松俊夫研究室 ホームページ 
https://toshio-muramatsu.jp/ 
日本図学会 
https://www.graphicscience.jp/ 
日本基礎造形学会 
https://www.kisozokei.com/community/index.htm 
環境芸術学会 
https://www.iead.org/list/muramatsu/muramatsu.html 
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８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

共同研究相手国 相手方研究機関


